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研究成果の概要（和文）：　本研究は，体育授業におけるオーバーハンドパスに関わる学習者の素朴概念につい
て，小学校5,6年の児童を対象に，仲間学習を実施し，その有効性を検証した．
　その結果，仲間学習によって多くの児童の素朴概念は修正され，パフォーマンスも向上していた．しかし，素
朴概念を持ち続ける児童やパフォーマンスの向上していない児童も存在しており，その児童達の仲間学習の変容
過程を見ても，仲間学習の成果は他の児童とほぼ同程度であった．また，学習カードを用いた仲間学習の実施に
おいても，一部の児童は素朴概念を持ち続けていた．これらの結果から，仲間学習と併せて他の学習指導方略も
組み合わせて児童に教授していく必要性が示唆された．

研究成果の概要（英文）：This study inspected the validity of the peer teaching targeted for the 
elementary school of 5th and 6th grades students about a naive conception of passing overhand in the
 physical education class. 
  The results showed that many student's naive conceptions were corrected by peer teaching, and 
also, they have improved their performance. But the students who kept naive conceptions and the 
performance doesn't improve existed. An outcome of such students' peer teaching was the same mostly 
with other students. Small number of students was also keeping naive conceptions through another 
class practice using task sheet. These results suggest the necessity to combines other instructional
 strategy with peer teaching.

研究分野： 体育科教育学

キーワード： 素朴概念　ネット型ゲーム　学習者の知識　オーバーハンドパス

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　学習者のパフォーマンスは，主に運動能力やモチベーションの低さ，運動有能感の低さに原因があるとされて
きた．これに対し，素朴概念という視点から検討することで，学習者の強固な信念や思い込みによって学習が阻
害されているとの解釈も可能になる．加えて，児童が納得して学習に取り組めるための知識を特定し，その効果
的な学習を促す学習指導方略を提供することで，学習成果の保証が可能になると考えられる．
　本研究では，素朴概念を修正するための学習指導方略の検討することによって，自己の動きや相手の動きを適
切にモニタリングできていると，適切な知識やパフォーマンスが身につくことが明らかとなった．



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
（１）体育における学習者観と構成主義 

学習者は教師からの情報をそのまま受け入れる受容体ではなく，それを取捨選択し処理する主

体であるという、学習者の知識に即した学習理論が近年必要とされている．このような学習者観

は，構成主義（constructivism）の学習論を基盤としており，既に有している知識と新しく学習

する知識との間の相互作用を通じて知識が再構成されることが学びであるとされている（大島・

大島、2010）．この場合，学習者は教師からの情報を鵜呑みにするのではなく，学習者自身が知

識を意味づけ，構築していくことになる．子どもの強固な信念や思い込みによって学習が阻害さ

れている可能性があるため，学習者がどんな知識を身につけているのか明らかにする必要があ

る． 

（２）授業における素朴概念の影響とその修正方法 

子どもたちが日常生活や遊びの場で経験的に獲得した知識は素朴概念と称され，学習を促進し

たり阻害したりする原因となっている．これまで素朴概念は，理科教育などを中心に研究が進め

られてきたが，現在では，学習者の誤った知識をどう修正するのか，その修正方法を探る研究が

教育心理学や認知心理学の分野で多くなされている．その一つにル・バー対決型ストラテジーが

ある． 

（３）素朴概念を修正するための学習指導方略 

ル・バー対決型ストラテジーは，学習者が持っている知識を誤りととらえ，それを劇的に変化

させる，あるいは見方が 180 度転換するような事実と対面させることによって学習者の誤った

知識を修正する方法である（伏見・麻柄，1981）．誤った知識に矛盾する事例を用いると，自分

の持っている判断基準の不適切さや不十分さが意識化され，その結果，教示された事柄の受け入

れが促進されるとされている．この際，間違った知識を修正するには，それが間違いであること

を学習の初期段階に示す必要がある．また，間違いを意識した時に好奇心が喚起され，その知的

好奇心こそが新しい概念へと精緻化することに役立つとされている．そして，この知識の再構成

の過程は，次の 5 つのステップで示されている（Chi，1992；今井・野島，2003）．①現在の理

論とは矛盾する説明不可能な現象（anomaly）が存在する．②そのような現象が増えて現在の理

論が危機に陥る．③新しい仮説が形成される．④新しい仮説を検証するための実験が計画され，

実験結果に基づいて新しい理論が形成される．⑤新しい理論が古い理論に取って代わる． 

（４）小学校での仲間学習（Peer Teaching）実践の必要性 

これまで，体育授業における学習者の素朴概念の修正には，仲間学習が有効であることが報告

されている．仲間学習（Peer teaching）（Metzler，2011）は，仲間との相互作用を意図的に引

き起こす手続きとして相互観察を組み込み，教師が決めた学習内容を学び手である子どもたち

に指示し，学習者同士がチューターとなって学習を進めていく手法である．この仲間学習を用い

て，これまで申請者は中学校をフィールドに実践を行ってきた（荻原，2011）．また，その成果

を踏まえ，申請者は小学校高学年児童用に素朴概念調査票を開発した．しかし，小学生での実践

研究の報告は未だ数少ないため，研究データの蓄積が求められている． 
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２．研究の目的 
これまで体育授業における素朴概念の研究は，児童・生徒が特定の運動技能の素朴概念を所持

しており，それが学習の阻害となっていることが証明されている．この素朴概念は，学習者が経

験的に身につけている知識であり，誤った素朴概念は学習の阻害要因となるため，その修正のた

めの方法として，仲間学習（Peer teaching）という学習指導方略として有効であることが報告さ

れている．しかし，その有効性は中学生を対象に検証したものが多く，小学生での実践は少ない．  

 そのため，本研究では，小学生の素朴概念を修正する学習指導方略について，仲間学習を用い

て素朴概念の修正可能性について実証的に明らかにすることを目的とした． 

 
３．研究の方法 
以下の計画に従って，小学生の素朴概念を修正するための学習指導方略について検証する． 

小学校高学年児童を対象としたオーバーハンドパスの素朴概念調査票を用いて，オーバーハン

ドパスを中心的な学習内容としネット型ゲーム単元（10 時間程度）を立案・実施し，単元前後

での素朴概念の変容可能性と実際のパフォーマンスの関係を検討した．また，素朴概念を修正す

る学習指導方略の検討では，仲間学習を用いた介入授業を行い，児童の素朴概念およびパフォー

マンスの変化を比較検討した． 

（１）オーバーハンドパス技能の素朴概念を有する児童の変容可能性に関する検討 

対象者は，M 小学校 5,6 年生 14 名で，欠席者を除くと対象者は 12 名となった．2017 年 1 月

〜2 月にかけて，10 時間のネット型単元で行われた．本

単元は，子ども同士が教え合いを実施する仲間学習モデ

ル (Metzler, 2000)をもとに実施された．単元のはじめと

最後に，オーバーハンドパスに関する素朴概念調査（荻

原ほか、2008）を行った．児童のパフォーマンスは，ド

リルゲームにけるオーバーハンドパスの技能について，

ビデオカメラによって記録された． 

（２）学習カードを使った仲間学習（Peer teaching）

の有効性の検討 

オーバーハンドパスに関する児童の素朴概念を調べる

ため，単元前後に素朴概念調査を実施した．対象者は，

I 小学校 6 年生 30 名であった．2017 年 10 月〜12 月に

かけて，10 時間のネット型単元で行われた．そこでは，

（１）と同様に学習カードを用いた仲間学習が実施され

た．  
 



４．研究成果 

（１）オーバーハンドパス技能の素朴概念を持つ児童の変容可能性に関する検討 

①素朴概念（静止画問題）において誤答がみられた児童 

 静止画問題 2-1①，②において，単元前に誤答，もしくは分からないと回答した児童を手の形

の素朴概念を持つ児童として抽出した（5 名）．その他の児童については，上位児（7 名）として

分析を行った． 

②単元前後における素朴概念調査結果とパフォーマンスの変化 

重要度問題については，２要因分散分析の結果，交互作用はみられなかった(F(1,10)=4.08, n.s.)

が、単元前後において有意な主効果がみられた(F(1,10)=13.721, p<.01)。静止画問題については、

２要因分散分析の結果、交互作用がみられ(F(1,10)=7.50, p<.05)、単元前後においても有意な主

効果がみられた  (F(1,10)=13.33, p<.01)。また、被験者間においても有意な差がみられた

(F(1,10)=6.781, p<.05)。パフォーマンスについては、２要因分散分析の結果、交互作用がみられ

なかった(F(1,10)=0.379, n.s.)が，単元前後において有意な主効果がみられた(F(1,10)=72.84, 

p<.001)． 

 わかるの観点では，わからない抽出児はわかるようになっていた．できるの観点では，初めか

らわかっていた上位児もわからない抽出児も，単元前はできなかったものが，単元を経ることで

できるようになっていた． 

 

図 1. 単元前後における抽出児と上位児の変化 

 

③抽出児における仲間学習での観察による成功率と一致率の推移 

抽出児において，単元後に手の形の素朴概念を持ち続けた児童 5（2-1①，②を誤答）と，単元後

に手の形のパフォーマンスが低かった児童 12（成功率 46.2%）を対象とし，仲間学習における研

究者との成功率と一致率の差異について検討した．その結果，仲間学習での研究者と児童の一致

率では，ペア→児童 5 (59.4%)，児童 5→ペア(72.1%)，ペア→児童 12(63.9%)，児童 12→ペア

(57.1%)で，χ2検定の結果，両者とも有意な差はみられなかった． 

仲間学習における児童の観察と研究者の一致率は，パフォーマンスが低く，素朴概念を持ってい

る児童も，そうでないペアの児童も 60%〜70%程度であることが示唆された． 

本研究では，単元前に素朴概念を持つ児童に焦点をあて，その変容可能性について検討した．

その結果，仲間学習によって，多くの児童の素朴概念は修正され，パフォーマンスも向上してい

た．しかし，素朴概念を持ち続ける児童やパフォーマンスの向上していない児童も存在しており，

その児童達の仲間学習の変容過程を見ても，仲間学習の成果は他の児童とほぼ同程度であった．

今後は児童に対するインタビュー等を実施することによって，なぜ誤った知識を持ち続けるの

か明らかにする必要がある． 
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（２）学習カードを使った仲間学習（Peer teaching）の有効性の検討 

 重要度問題では，No.2 落下点に入る，No.3 おでこ，No.4 引きつけ,No.8 膝屈伸の 4項目で，

単元後に有意に重要度が向上した．静止画問題では，平均得点が単元前に 4.40 点に対し，単元

後に 5.97 点（t=-7.365, p<.05）で有意に向上していた．また，静止画問題の各問に着目する

と，有意に向上したのは，単元前に 36.7％の

正答率から 83.3％に向上した No.2 手の形の

問題であった．この問いでは，手の形におい

て指が閉じて平たくなっており，×（誤って

いる）と判断することが求められるが，単元

後には多くの児童が正解できていた．一方で，

単元前には誤った知識を持っている児童が多

く存在していることが明らかになった．さら

には，誤った知識を持ち続ける児童も少なか

らず存在していることも改めて示唆された． 

 

図 2.静止画問題における正答率 

 

（３）研究のまとめ 

 （１）（２）の結果から，学習者の素朴概念を修正するためには，仲間学習を効果的に取り入

れることが重要であることが示唆された．しかしながら，一方で誤った知識を持ち続ける児童が

存在することは見過ごせない．これは仲間学習だけでは学習者の知識の習得やパフォーマンス

の向上に限界があることを示唆している．今後は，そのような学習者に対して，どのようなアプ

ローチ方法があるか検討し，仲間学習と併せて他の学習指導方略も組み合わせて児童に教授し

ていく必要性が示唆された． 
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